特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年7月05日415号
地域環境保全功労者環境大臣表彰を受賞　29日　環境保全功労者など環境大臣表彰式に出席しての感想　●他の団体が　どの様な功績で受賞されているのか　まったくわからない　　交流のしようが無かった　●授与式に呼びつけられた（着席しただけ、昼の軽食をたべただけ）　●大臣の開会の挨拶　●全ての省庁の理解と協力がないと事が進まない　環境庁独自の事業はほとんどない　●21世紀は環境の世紀と言ってもいい状況にある　これからもご奮闘を更に期待する　●大臣は挨拶後即退席、副大臣が代行した。（環境大臣・細野剛志）　率直な感想：学び合える場面は全く無し（授与式のみ）
オオムラサキが里山農園に飛来　30日　午後3時ごろ　里山農園に飛来したので大村さんが写真撮影に成功した。7年ぶりの成虫の目視確認がされました。携帯電話による大慌ての撮影でした。今年は何としても確認しようといつにもまして心構えを整えてきました。観察当日のテリトリーでの飛翔確認、そして写真撮影が出来た目視確認が時間や場所を変えて実現しました。そして大村さんの畑でも今年三度目の確認が実現しました。　　親子自然観察会　7月1日　12人　前夜からの激しい雨が降り続きとても屋外での観察は不可能と判断して、音楽室での学習会としました。河川レンジャー事務局の早瀬さんが古川で発見した野鳥を解説　山村河川レンジャーが木津川はどんな川と題してスライドで説明。早瀬さんの「古川の鳥」の写真は、見る人に感動を与えるものでした。モズによる獲物の確保と保存、特に獲物を段差の上への引き上げについて、知恵と道具を使いとても持ち上げられない高さに引き上げるところは、見る人にとって驚くものでした。それも10ｃｍでなく30ｃｍはゆうにある高さにまで引き上げるのですから大変な驚きです。そしてそれを撮影し続けたという点でも凄いものでした。　　大人気　想像以上の成果が続く　農業熟　百円無人販売　連日完売が続く　販売は月水金で　販売開始は10時ごろからです。サンド豆の収穫が始まり、タマネギやキャベツも収獲できるようになり、どう処分するかを悩み続け7月22日から無人販売箱の設置が実現して約2週間経過しました。1週間のうち3日3回の収穫物を並べておくだけで、1日平均15袋を買って戴いています。品数も品種数も単純ですが、採りたての新鮮さがよりどころです。順調に役立っているようです。青物を生産するには、小まめな手入れが第一です。口先だけではだめで、実際畑に出かけて収穫しなければなりません。世話をして頂いている方の多くが、『来年は「夏野菜」は栽培しないで』とおっしゃっています。本当にそうだと思います。御苦労さまです。　　東北地震の被災者と放射能被害は深刻　8月9日10日に厚生年金センターに宿泊する（小学生高学年）者のもてなしについて、話し合い事務局の古沢さんが4日事務局会議の打合せに来所されました。　大飯原子力発電所が再稼働しました、東京電力福島第1発電所の事故の真相究明も、対策も何も明らかになっていないのに、発電を再開するなど、教訓をまったく生かされていないばかりか、国民の心配を取り除くのではなく、経済界の要求にのみ応えるもののようです。　さて、怒りは置いといて、8月8日から東北地震や放射能被害地で暮らす子どもたちのしばらくの保養のために同志社大学の宿泊施設（元厚生年金センター）を使っての絆キャンプが計画されています。実行委員会から協力依頼が寄せられ、協力することを事務局会議で決定しました。そこで京都府の府民力推進課の協働コーディネーターの古澤登美代さんにお越しいただいて、取組内容について説明をいただきました。9日の昼食は竹を使って流しソーメンをそして、10日は竜王センターでの火起こし器作りとその体験を検討することにしました。現在の所確定ではありませんが、一人でも多くの地元の皆さんの応援を募り、苦しい生活を余儀なくされている子どもたちに楽しいひと時を提供できればと考えています。ご協力をおねがいします。　　京都大学から院生の研究発表の場の設定に協力依頼　　角教授と竹門准教授から申し入れ　（開催予定日12月15日）前号でもお知らせしましたが、田中実知世さんが出席された角教授のゼミの学生さんが木津川の河床問題について研究されます。その研究成果をぜひ地元の木津川をよく知っているみなさんにお聞きいただき、更によい研究成果につなげられるよう、知恵をお借りする場の設定について、意向打診が届いています。12月15日ごろを予定されているようです。　　ジャガイモの試食　4日の事務局会議　　この日の出席者は15人で蒸し暑い雨模様の中、事務所は熱気に包まれました。絆キャンプの古澤さん、入会戴いた富田さんなども参加され報告項目９、協議項目9について話し合いました。会議の休憩時には収穫したジャガイモを伊藤千恵子さんが蒸していただき、熱々のジャガイモをマーガリンと塩で美味しく戴きました。お土産の激辛の草加せんべいや水羊羹など美味しい茶菓子を戴いて、楽しい事務局会議でした。　　農業塾からのお知らせ　ジャガイモの収穫70ｋｇ　今年のジャガイモのうち男爵を収穫しました。予想していたよりは大量の収穫となりました。もう少しするとメークインの収穫も始まります。皆さんも収穫作業にお越しになりませんか。　　農業塾への参加者募集　少し野菜作りをしてみたいとお考えの皆さん、里山農園にお越し下さい。収穫や栽培、栽培準備を手伝ってください。又、現役の皆さんの土日の参加をお待ちしています。里山農園へ出かけてください。　連絡を待っています。　　7月の植物観察会　7月7日（土）　9時30分：近鉄三山木駅　9時50分：京田辺市飯岡・舟の公園前　　解散13時ころ京田辺市の木津川堤では比較的綺麗な花の多いとろが飯岡地域の堤防です。そして川幅も広く広々とした景色です。里山の会が稀少種の保存に取り組んだのがカワラサイコです。河川敷を我が物顔で走り回る単車から、絶滅危惧種に指定されている植物の保全に国土交通省木津川出張所を訪ね、保全協力を依頼したのがカワラサイコでした。要望すると即対処し単車の進入防止策を設置して戴いたので、今日まで生育が確認されているのです。今から約16年前でしたが、国交省のスピード対処に驚いたものです。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

